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超低周波発信器（0.25Hz～8Hz)の製作

１）通常のオーディオ発信器は10Hzが最低周波数

２）地震波の長周期を検出するため実験装置

３）CRの発振回路では周波数が決め難い

（回路規模は小さいが複数の周波数の発生は切り替えが面倒）

４）1/4周期６４個の計算値から作り出す。

５）抵抗ラダーでDAを作る。

６）正弦波であれば、歪みは多少あっても良い

市販品では下限周波数は10Hzまで

CR発振の周波数＝0.0653/CR C=100uFで0.1Hz（理論値）

C4=1000uF エミフォロから帰還する VR=540 0.3Hz（実測） 電源15V

2HzのLPFを通った後の波形



９０度までの64個のデータを4回変形して使う。

DA後のアナログフィルタの部品点数が多く

スマートではないが、周波数が増えると

PICで作っても、何とか対抗できる

１つの周波数ならアナログの発振回路の方

が良いかもしれない。

周波数が低いのでROMとして用意せず

逐次計算で求めればもっとスマートになる。


